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＜連絡事項＞
特記事項なし

＜入室状況＞
【入院】
・工藤　重孝様～東病棟Aユニット14号室に医療保護入院となる。

【転出】
・野田　敏治様～東病棟Bユニット2号室→西病棟Bユニット29号室

【ユニット移動】
・安達　貴浩様～東病棟Aユニット14号室→東病棟Bユニット2号室
・坪坂　真由美様～東病棟Dユニット20号室→東病棟Bユニット3号室

＜患者様連絡事項＞
・田中　啓司様～主治医不在の為、柞木田Drの指示で喀痰培養、コロナ・インフルエンザの抗原検査の指示あり。抗原検査の結果は陰性。また、採血結果のCRPに緊急値あり、抗生剤を開始している為、経過観察の指示あり。スルバシリンを中止しタゾピペ開始との指示あり。本日は1本、明日から3本開始となる。

・宮野　理恵様～PSWから報告あり。2/16の他科受診については2/14、2/15は低残渣食、当日は検査が終わるまでは絶食の指示あり。また、紹介状の作成依頼あり（よねざわ内科消化器内科クリニック　米澤剛広Dr宛）。当日は8：00に姉様が来院し付き添い予定。外泊申請、入院証明書作成依頼済み。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察指示あり。開放観察時、他室入室やホール内を走り回り、迷惑行為あり早めに開放観察終了している。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。対面時表情の険しさあるも妄想言動、不穏・興奮なく過ごされている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・滝澤　幸輝様～終日隔離中。自室内徘徊、放歌あり。不穏・興奮はなく過ごされている。危険行動、不潔行為なし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。二ヤツキあるが自傷行為や不穏・興奮なし。拘束部位の循環障害・皮膚トラブルなし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・三浦　華菜様～身体拘束中。馬渡Dr診察にて11：07身体拘束解除となる。解除後、「退院したかった」と話され、感情失禁あり。傾聴対応にて不穏・興奮なし。以降はホールにて静穏に過ごされている。希死念慮、危険行動なし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜馬渡Dr診察情報＞
・三浦　華菜様～先日の外傷は自傷ではなく、「眩暈がして角にぶつけた。」と落ちついて会話している。
明日の母様を含めた主治医面談について「参加します。」と返答。
母様からの手紙は渡しても良いと許可あり。

・川戸　稔隆様～幻聴に左右された言動多く、行動も左右されている。
シクレスト(10)1T・シクレスト(5)1T→シクレスト(2)1Tへ増量。
リボトリール（0.5）2T　1×朝・夕後　追加処方。

田村　洋子様～2/14（金）10時で退院許可となる。退院後は訪問看護やデイケアを検討するように本人へ伝えている。
初外来日は2/24（火）10時で夫様へ連絡いており、外来へ予約済。

・川村　亨様～状態安定している為南病棟転出可の指示。

・菰田　静子様～状態安定している南病棟へ転出可の指示。

・吉田　文子様～状態安定している為南病棟転出可の指示。
内服薬調整中の為来週以降に入居予定の施設があれば連絡し、不眠は薬剤調整が可能だが徘徊を薬で抑えるとすれば、嚥下等のADLの低下が考えられる事をお伝えするように指示有り。

他の患者様の指示・処方内容に変更なし。
[bookmark: _GoBack]
＜田名部Dr診察情報＞
・金田　英美様～低血糖時はスタッフから持参のブドウ糖を貰うように指示あり。

他の患者様の指示・処方内容に変更なし。

＜入院患者様情報＞
日　　時：令和8年2月12日　12：17
　氏　　名：工藤　重孝（くどう　しげたか）様
　生年月日：昭和38年11月29日(62）
　病　　名：妄想性障害　強迫性障害
　性　　別：男性
　主 治 医：小栁Dr.
　入院形態：医療保入院
　病　　棟：東病棟Aユニット

　＜経過＞
　三戸町にて同胞3名第2子次男として出生。小、中と地元で卒業し、
八戸の高校に進学。その際下宿を利用していた。大学は岩手大学に
進学し、卒業後は北海道で5年ほど教員を務めていた。その後退職し、
沖縄や鹿児島などでアルバイトをしながら5年ほど生活。実家へ帰郷
し、2～3年ほど盛岡で生活する事もあったが基本的には家業のリン
ゴ農家を手伝って過ごしていた。兄妹とは没交渉であったが、令和7
年3月に妹が仕事を退職すると、本人より「借金取りから連絡が来る」
「土地を取られる」「周囲から孤立している、悪口を言われている」
と訴えがあった。確認してみると土地は他人にとられるようなことは
起きておらず、借金も把握している限りではないようである。実際に
役場や司法書士へ本人を連れて行き確認するが、以後も訴えは変わら
ず聞かれている。ほぼ毎日母や妹に電話をしており、二人が出ないと
兄へ連絡する行為もあった。異変を感じ妹が様子を見に行くと、自宅
はゴミが溜め込まれており、洗濯や入浴、掃除もされておらず汚れて
いた。本人へ理由を問うと滅裂な話あり。妹が自宅へ連れ帰り無理矢
理入浴させるが、自身で入浴する様子なし。食事の用意もあやしい為、
妹が一週間分食事をとどけるようにしている。それを1～2日ですべて
食べつくしてしまい、食べ過ぎて嘔吐する事が殆どであった。本人の
鑑別、専門治療を希望し妹より当院へ相談あり令和8年2月3日当院初診。
入院加療していく方針となり本日東病棟Aユニットへ医療保護入院となる。


